
４

月

の

市

会

議

員

選

挙

で

今

後

の

４

年

間

の

議

員

が

決

ま

り

、

今

、

市

議

会

で

は

、

新

し

い

議

会

の

仕

組

み

や

各

議

員

の

役

割

分

担

な

ど

に

つ

い

て

、

各

会

派(

※)

が

集

ま

り

、

話

し

合
っ
て
い
ま
す
。

◎

人

の

議

員

が

集

ま

っ

67

て

議

論

す

る

の

が

本

会

議

で

、

議

会

と

し

て

の

意

思

決

定(

※)

を

し

た

り

、

そ

の

前

に

賛

否

の

討

論

を

し

た

り

し

ま

す

。

し

か

し

、

よ

り

専

門

的

な

議

論

を

す

る

た

め

に

、

五

つ

の

「

常

任

委

員

会

」

を

設

け

、

各

議

員

が

、

年

度

毎

に

ど

の

委

員

会

を

担

う

か

、

そ

の

分

担

を

決

め

ま

す

。

そ

の

前

に

、

ど

う

い

う

常

任

委

員

会

を

構

成

し

、

各

委

員

会

が

、

市

の

ど

う

い

う

分

野

（

各

局

）

を

担

当

す

る

か

、

等

に

つ

い

て

も

決

め

ま

す

。
「

特

別

委

員

会

」

を

設

け

る

事

も

で

き

ま

す

が

、

今

年

度

は

設

置

し

な

い

方

向

で

す

。

各

常

任

委

員

会

の

正

副

委

員

長

も

決

め
ま
す
。

◎

市

関

連

の

各

公

的

機

関

の

委

員

に

、

市

議

の

中

か

ら

何

人

か

を

派

遣

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

が(

※)

、

そ

の

場

合

、

そ

の

メ

ン

バ

ー

を

選

び

ま

す

。

議

会

内

で

は

、

当

然

、

正

副

議

長

も
選
び
ま
す
。

※

会

派

と

い

う

の

は

、

議

会

の

中

で

、

志

を

同

じ

く

す

る

議

員

が

集

ま

る

グ

ル

ー

プ

の

こ

と

で

、

多

く

の

場

合

、

政

党

と

同

義

語

で

す
が
、
京
都
市
議
会
で
は
、

政

党

と

し

て

の

国

民

党

と

立

民

党

が

、
「

民

主

み

や

こ

未

来

」

と

い

う

会

派

を

つ
く
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

※

「

団

体

意

思

の

決

定

」

と

「

機

関

意

志

の

決

定

」

と

が

あ

り

ま

す

。

機

関

と

い

う

の

は

、

こ

の

場

合

、

議

会

の

こ

と

で

、

今

回

紹

介

し

て

い

る

各

種

の

決

定

や

選

出

は

、

皆

、

議

会

の

内

部

の

運

営

の

こ

と

で

す

か

ら

、

機

関

意

思

の

決

定

に

あ

た

り

ま

す

。

団

体

と

い

う

の

は

例

え

ば

京

都

市

と
い
う
地
方
自
治
団
体
（
法

人

）

の

こ

と

で

、

市

と

し

て

の

意

思

の

決

定

と

い

う

意

味

で

、

通

常

は

条

例

制

定

の

こ

と

で

す

。

市

長

の

判

断

よ

り

優

先

し

ま

す

。

※

例

え

ば

、

都

市

計

画

審

議

会

と

か

、

監

査

委

員

、

後

期

高

齢

者

医

療

広

域

連

合

や

関

西

広

域

連

合

各

議

会
の
議
員
、
等
々
。

最
近
の

相

談

か

ら

◎

子

ど

も

さ

ん

が

高

校

を

卒

業

し

て

保

育

の

学

校

へ

進

学

。

生

活

福

祉

資

金

や

母

子

家

庭

修

学

学

資

金

、

学

生

支

援

機

構

な

ど

に

、

学

費

の

相

談

や

申

し

込

み

に

つ

い

て

井

上

議

員

も

お

手
伝
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、

特

に

支

援

機

構

は

、

和

暦

や

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

で

書

く

よ

う

に

と

か

、

ど

の

種

類

の

資

金

を

選

ぶ

か

、

い

く

ら

借

り

た

い

の

か

、

所

得

証
明
は
こ
う
い
う
方
法
で
、

申

込

み

は

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

で

、

等

々

、

本

人

と

お

母

さ

ん

に

と

っ

て

は

、

申

込

み

手

続

き

自

体

が

入

試

よ

り

難

問

。

四

苦

八

苦

の

５

月

１

日

は

メ

ー

デ

ー

。

二

条

城

前

の

集

会

の

後

、

パ

レ

ー

ド

。

井

上

議

員

も

激

励

。

後

、

よ

う

や

く

申

込

み

も

済

み

、

現

在

、

審

査

結

果

待

ち

で

す

。

そ

れ

に

し

て

も

進

学

に

な

ん

で

こ

ん

な

に

お

金

が

掛

か

る

の

か

。

◎

転

居

し

た

い

の

で

、

借

家

を

探

し

て

い

ま

す

。

家

賃

は

４

万

円

以

内

希

望

。

◎

あ

る

日

突

然

、

九

州

の

弁

護

士

か

ら

手

紙

。
「

あ

な

た

の

遠

縁

の

方

の

死

亡

に

よ

り

あ

な

た

も

沢

山

の

相

続

人

の

う

ち

の

一

人

。

遺

産

分

割

協

議

書

に

署

名

捺

印

の

う

え

返

送

さ

れ

た

い

」
。

誰

の

こ

と

か

も

分

か

ら

な

い

ま

ま

送

っ

た

ら

今

度

は

「

レ

イ

ワ

と

書

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

書

き

直

し

て

下

さ

い

」

と

今

度

は

電

話

。

僅

か

な

お

金

の

為

に

煩

わ

し

い

こ

と

で
す
。
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府
委
員
会
新
事
務
所
竣
工
式

５
月

６

日

、

日
本

共

産
党

京

都

府

委

員

会
の

新

事

務

所
の

竣
工

式

を

開
催

。

旧

事

務
所

と

同
じ

場
所

で

の

建

替

え
工

事

が

完
成

。
ご

寄

付
な
ど
、
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
、

本
当

に

有

難

う
ご

ざ

い

ま
し

た
。

倉林明子事務所開き のご案内

５月１９日（日）午後２時 ～

(於 )日本共産党京都府委員会新事務所

丸太町通新町角（烏丸西入、府庁前）

倉林明子 /井上哲 /小池晃参院議員 ,登壇

民
意
に
沿
っ
た
、
よ
り
民
主
的
な
議
会
の
仕
組
み
と
運
営
を
め
ざ
し
て

選
挙
後
の
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
議
論
中東九条春まつりを見学（４ /２７）

メ ー デ ー


